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2026 年 9 月 15 日 

【2026 年 8 月】 

 当地に居住する邦人の皆様及び当地に関心を寄せられる皆様に、事件・事故情報などについてお知りいただくた

め、当館が把握した報道等を取りまとめましたので、安全対策の参考としてくだされば幸いです。 

当月、特に留意すべきものは、ジョングレイ州における UNMISS の PKO 部隊に対する武装勢力の攻撃で２名の死

者（エチオピア部隊）を含む死傷者を出した事案で、国際社会に深刻な懸念を与えています。 

１．ジュバ市内で発生した事件等  

（１）発砲案件 

 ア 7 日午後 6 時 45 分頃、IDP キャンプ 1 付近において、複数の銃声が確認された。更に約 5 分後に再び銃声が

確認される。銃声が聞こえる直前に、IDP キャンプ 1 内で 2 つのギャンググループが集まっていたとの情報がある。 

 イ 9 日午後 8 時 32 分頃、UN ハウス西側にて、2 発の発砲音を覚知。 

 ウ 15 日午前 8 時 5 分頃、UN ハウス近隣において、3 発の銃声を覚知。 

 エ 22 日午後 10 時 50 分頃、UN トンピンの警備員が、1 発の発砲音を覚知。 

 オ 30 日午前 10 時 20 分頃、IDP キャンプ３方面から２発の発砲音を覚知。この発砲はギャンググループと地域

の自警団との間における対立に介入した警察によるものと判明。この対立により３名が逮捕されている。 

 カ 31 日午後６時２０分頃、UN ハウス近隣において、３発の発砲音を覚知。 

（２）窃盗事案 

ア 19 日午後５時４０分頃、グデレ（Gudele）市場で、国連職員が買い物のために車両を駐車していたところ、

何者かが車内からバッグを盗み逃走。犯人がどのようにして車内からカバンを盗んだのかは不明。 

（３）ハラスメント事案 

 ア 26 日午後４時頃、ジュバ市内 J1 ジャンクション付近において、バイクに乗車した２人組（１人は交通警察の

制服を着用）が、INGO 車両を停車させた。２人組は、INGO 職員の労働許可書、携帯電話を没収の上、交通違反の

罰金支払いを要求。職員が金銭を支払ったところ、没収された物は返却され、２人組はその場から立ち去った。 

（４）強盗案件 

 ア 24 日午後 6 時 45 分頃、エアポート・ロード沿いで、男性 4 人組（うち 1 人はパンガ刀を所持）が UN 職員を

恐喝。職員は犯人らの要求に応じ、携帯電話、UN ID、現金などを差し出した。その後、犯人は逃走。 

 イ 27 日午前７時頃、ジュバ市内 Custom market 付近において、NGO 職員がタクシー待ちをしていたところ、バ

イクに乗車した２人組から PC 及び貴重品を奪われた。犯人はその後、逃走。 

３．その他の州における事件等  

【中央エクアトリア州】 
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（１）車両襲撃事案 

 ア 10 日午後 4 時頃、ジュバ郡内において、ムルレ族とみられる集団が、木炭を運搬していた車両を襲撃し、2 名

を殺害。 

 イ 15 日、ボル（ジョングレイ州）からジュバへ向かっていたバスが、武装集団による待ち伏せ攻撃を受け、乗

客 2 名が銃撃により負傷。 

 ウ 19 日午後 1 時頃、イェイ（Yei）郡 Ligi 地区において、SPLA-IO とみられる人物らが車両 4 台を襲撃。襲撃

犯は食料、日用品、携帯電話、その他の所持品を奪い、男性乗客 7 名に盗品を運ばせた。7 名の男性は約 2 時間後に

解放された。 

 エ 24 日午後、ジュバ郡リリヤ（Liria）町（ジュバ市内から西へ約 60 ㎞の東エクアトリア州との州境）におい

て、ムルレ族とみられる集団が乗用車を待ち伏せし、乗員から所持品と金額不明の現金を奪った後、車両の通行を許

可。 

（２）誘拐事案 

ア 4 日午後 11 時頃、イェイ（Yei）郡 Longamere において、牧師を含む 8 名が、SPLA-IO とみられる武装集団

に誘拐された。武装集団はヤギ、食料、現金、携帯電話も略奪した。 

イ 11 日午前 11 時頃、イェイ郡 Abegi 近郊で、UN 機関現地職員 1 名、UN 機関の契約運転手 2 名、南スーダン

政府保健職員 1 名が、武装集団に拉致された。しかしながら、14 日午後、4 名全員が解放された。 

（３）襲撃事案 

 ア 14 日午前 8 時頃、ジュバ郡 Mogiri において、治安パトロール中の治安部隊が、ムルレ族系武装集団と銃撃戦

となった。武装集団 2 名死亡。 

【西エクアトリア州】 

（１）車両襲撃事案 

ア 3 日午前 11 時 10 分頃、ムンドリ東（Mundri East）郡ルイ（Lui）と Jambo を結ぶ幹線道路において、ジュバ

へ向かう途中の車両が、武装集団に銃撃を受けた。この銃撃により女性 2 名死亡、4 名負傷。 

イ 5 日午後 3 時頃、ムンドリ西（Mundri West）郡 Bari 付近において、武装集団がバイクで移動していた

SSPDF 兵士を射殺の上、兵士が所持していた AK-47 を奪い逃走。 

ウ 7 日、ムンドリ東（Mundri East）郡 Buagyi と Doroh Lozoh を結ぶ幹線道路において、西エクアトリア州へ人

道支援物資を輸送していたトラック 2 台が、武装集団に襲撃された。1 台は襲撃を逃れ、近隣の SSPDF 兵舎にたど

り着き、事件を報告した。もう 1 台は焼失。 

（２）拉致事案 

 ア 16 日から 18 日にかけて、ムンドリ東（Mundri East）郡において、SPLA-IO 部隊が教師 3 名と長老 2 名、お

よび若者 10 名を強制徴募目的で拉致。 

【東エクアトリア州】 



南スーダン安全対策情報 

3 

（１）車両襲撃事案 

 ア 5 日、マグウィ（Magwi）郡、Torit と Magwi を結ぶ幹線道路において、車両 1 台が銃撃を受けた。この銃撃

により、運転手 1 名が死亡、2 名が負傷。 

 イ 30 日、トリット郡からジュバ市に向かっていた車両を武装集団が襲撃。車両には修道女２名と子ども２名が

乗車しており、修道女のうち１名が銃で頭部を殴打され負傷。犯人らは、子ども２名を拉致し、修道女から所持品を

奪い逃走。 

（２）車両襲撃事案 

ア 6 日午前 8 時 50 分頃、トリット（Torit）郡 Torit-Magwi を結ぶ幹線道路沿いにおいて、州職員を乗せた車両

が待ち伏せ攻撃を受けた。警察官の制服を着た武装集団が発砲し、運転手が死亡、州議会議員を含む 2 名負傷。 

イ 27 日午後６時頃、カポエタ南（Kapoeta South）郡 Kapoeta 町において、武装集団がトリット郡とカポエタ郡

を結ぶ幹線道路上で車両を襲撃。犯人らは、乗員に銃を突きつけて近くの森へ連れ込み暴行を加え現金、携帯電話、

所持品の他、車両を盗み逃走。 

（３）衝突事案 

 ア 3 日午後 6 時頃、トリット（Torit）郡トリット市の Hai Longute 地区において、ギャンググループ同士の激し

い衝突が発生。 

 イ 4 日午後 4 時頃、トリット市 Hi Aska 地区において、サッカーの試合幹線中にギャングメンバー同士が口論と

なり衝突が発生。 

【ジョングレイ州】 

（１）衝突事案 

 ア 5 日、ウロル（Uror）郡所在する SSPDF 駐屯地を SPLA -IO 及びホワイト・アーミーの部隊が襲撃の上、地

域一帯を掌握。襲撃により、SSPDF 兵士 6 名が捕虜になったと伝えられている。 

 イ 16 日、ファンガク（Fangak）郡の Barboi 地区で、SSPDF と SPLA-IO との間で衝突が発生。IO 部隊が

SSPDF を撃退し、他地域へ撤退させた。 

 ウ 16 日午後 2 時頃、ウロル（Uror）郡において、SSPDF と SPLA-IO との間で衝突が発生。 

 エ 25 日午前 11 時頃、ドゥク（Duk）郡パディエット町に所在する市場で男性 1 名が殺害されたことを発端とし

て、Angaac 氏族と Duor 氏族との間で衝突が発生。衝突は断続的に続き、8 名死亡、11 名が負傷した。 

オ 24 日、ジョングエル州ドゥク（Duk）郡において、「レッドベルト（自衛を目的とした武装集団）」メンバー

とみられる集団が、商人を襲撃。犯人らは２名にけがを負わせ、現金、所持品を奪い逃走。 

カ 28 日正午頃、ジョングレイ州ボル郡 Anydi において、野生動物保護管と狩猟者との間で衝突が発生し狩猟者

１名死亡、1 名負傷。この事件を受け、狩猟者が集結の上、Pakuau 検問所近くで治安要員を襲撃。当局は、襲撃によ

り治安要員１名が死亡したと発表。 

（２）車両襲撃事案 
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ア 16 日午後 1 時 30 分頃、ボル（Bor）郡において、武装集団が車両に向け発砲し、2 名死亡。 

（３）襲撃事案 

 ア 24 日午前 10 時 40 分頃、ボル南（Bor South）郡パジュトに向かっていた、UNMISS パトロール部隊が武装集

団による待ち伏せ攻撃を受けた。PKO 要員 2 名が死亡し、同要員 3 名、民間職員 2 名、南スーダン国家警察隊員 2

名を含む計 7 名が負傷。 

【西バハル・エル・ガザル州】 

（１）襲撃事案 

 ア 4 日、ワウ（Wau）郡、Khar Ufew 近郊の SSPDF 検問所において、武装した人物が兵士 4 人を銃撃し負傷さ

せた。兵士による応戦により犯人は脚に負傷を負い逃走。しかしながら、犯人は再度兵士に向け発砲し、兵士らは再

度応戦の上、犯人を取り囲んだ。その後、犯人は自殺した。 

 イ 22 日、西バハル・エル・ガザル州ジュルリバー（Jur River）郡において、州都ワウ（Wau）から Kuajena 町

に向かっていた SSPDF 部隊が武装集団から待ち伏せ攻撃を受け４名が負傷。攻撃を受けた SSPDF 部隊は、その

後、SPLA-IO が支配する Maleng 地区で作戦を展開の上、IO 兵士３名を拘束。IO 部隊は地区から撤退したとのこ

と。 

（２）車両襲撃事案 

 ア 22 日午後 10 時頃、ジュルリバー（Jur River）郡において、武装集団がトラックを襲撃。運転手は銃撃を受け

死亡。同乗者も銃撃を受けて負傷したが、後日死亡した。 

【レイクス州】 

（１）衝突事案 

 ア 9 日、キュイベト（Cueibet）郡において、武装集団が設置した非公式の検問所を SSPDF が撤去しようとした

際、武装集団らと SSPDF との間で衝突が発生。衝突により SSPDF 兵士 2 名が死亡し、複数負傷者も出ている。 

 イ ９日午後 3 時頃、ルンベク中央（Rumbek Center）郡の Buoi 放牧地から奪われた牛を回収していた SSPDF 部

隊が、武装集団に待ち伏せ攻撃を受けたと。攻撃により、双方で 3 名死亡、5 名負傷。 

（２）襲撃事案 

 ア １２日午前 0 時 47 分頃、ルンベク北（Rumbek North）郡 Maper 村を、隣接するユニティ州パニィジャル

（Panyijiar）郡出身と思われる武装集団が襲撃。SSPDF 兵士 1 名、警察官 2 名、子供 2 名、女性 2 名の計 7 名死

亡、他 6 名負傷。襲撃者にも死傷者が出たようだが、詳細は不明。 

【ワラップ州】 

（１）襲撃事案 

ア 9 日午前 8 時 45 分頃、トンジ北（Tonj North）郡ア Ariech 地区で、武装集団が放牧地を襲撃し、牛を奪い逃

走。 
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イ 9 日、トンジ北（Tonj North）郡に所在する放牧地を隣接するユニティ州マヨム郡から来たとされる武装集団

が襲撃。襲撃により、武装集団を含め 60 名死亡、50 名負傷。 

ウ 27 日ワラップ州当局は、トンジ北（Tonji North）郡 Juer 村の放牧地で発生した家畜強奪事件により、49 名が

死亡し、33 名が負傷したと発表した。同州のウイリアム・ウォル・マヨム情報大臣は、襲撃は隣接するユニティ州

の武装集団によるものと非難した。 

【アッパーナイル州】 

（１）襲撃事案 

ア 25 日午前 1 時 20 分頃、バリエト（Baliet）郡ゲル・アキエル町において、ホワイト・アーミーとみられる集

団が家畜の略奪を行い、70 頭以上の牛を盗み出した。近隣に駐留していた SSPDF の部隊が、盗まれた家畜を奪還し

ようと襲撃者らと交戦。 

４．治安対策報道  

 ア 4 日、ジュバ市内において、南スーダン国家警察は首都の公共安全回復に向けた取り組みを強化し、犯罪組

織、麻薬取引、青少年非行防止を目的とした一連の作戦でギャングメンバー60 名の（33 名の少年と 27 名の少女）を

逮捕したと発表した。一般市民へも、警察と協力して作戦の円滑化と増加するギャング犯罪の抑制を促している。 

 イ 4 日、西エクアトリア州のダバグブ・ダニエル・リンバサ州知事は、南スーダンの 2026 年 12 月総選挙に向け

て治安と秩序を維持するため、1,200 名の警察官を募集、配備することを発表した。声明では、平和的で信頼性があ

り安全な選挙を実施するとことを表明。投票運動期間中、有権者、監視員、市民社会関係者、国家選挙委員会の職員

を保護するように指示をした。 

 ウ 4 日、北バハル・エル・ガザル州アウェイル警察は、麻薬密売と薬物乱用を取り締まる作戦を実施し、容疑者

11 名（うち女性 4 名）を逮捕、トラマドール（向精神薬）14 箱を押収した。警察によると、犯罪捜査局（CID）が

麻薬の違法取引と乱用対策の一環として作戦を実施した。当局は容疑者と押収薬物の捜査を継続しており、警察は薬

物の有害な影響を理由に、若者の薬物使用を思いとどまらせるよう保護者に呼びかけている。 

 エ 5 日、南スーダン国家警察はジュバの住宅地において夜間パトロールを実施しギャングメンバー54 名（37 名

の少年と 17 名の少女）を逮捕したとのこと。逮捕された多くの者が、ギャング関連の事件に関与していたことが判

明している。 

 オ 29 日、Eye RADIO（当地インターネットニュースサイト）は SSPDF がジュバ市内に増派されていることに

関し、SSPDF のコアン報道官に取材したところ、同報道官は「政府統制力の誇示と住民への安心感の提供を目的と

した予防的措置」と説明しており、併せ、キール大統領の海外訪問時に拡散しやすい治安悪化の噂を抑制することに

繋がり、特別な脅威や異常事態による配備ではないと語ったとのことです。 

 SNS 上では「増派に何らかの悪意がある」という噂が流れていたとのこと。 

以上 


